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卵管角燒灼に よ る 不妊法後に 發生 した卵管妊娠 の 1例

東 京大 學醫學部 附屬病院分 院産婦 人 科 （醫 長　佐 々 木計 助 欷 授 ）

緒　　言

今　　　尾　　　　孝

　 　 鬼 子 母胖診療 所

小 　　泉

　戰後 杜會情勢の 變轉に よ b 國民優生 法は名實共

に 改 訂 さ れ母 性保護 の 名 の も と に 比 較的容易 に 人

工 妊娠 中絶 が可 能となつ た． それ に拌い 母體 の障

碍 例 も増加 し， 遯妊法或は 不妊法 の 普及 が唱 え ら

れ て い る．　 しか し兩者共 それ 自醴 に 件 う不都合 が

存 在 し種 々 な方 式或 は改良がな され て い る．

　最近 安井
1）等に よ り紹介 さ れ た卵管角燒灼 に ょ

る 不 妊法後 に 發生 した と思 わ れ る 右側卵管妊娠流

産 の 1例 に遭遇 した の で報告す る．

　　　　　　　　　症　　例

　大○ わ○ ， 43歳 ， 6 囘經産 ， 2 囘 自然流産 ， 2

囘 人工 妊娠中絶 ， 殊 に最近 で は 昭和 27年 1 月 20 日

頃 に 妊娠 3 カ 月 で 人 工 妊娠 中絶 をして い る ． 叉既

往 症 に 僧帽瓣閉錻不全症 とい わ れた こ とがあ b，

昭和27年 9 月16 日に某病院 で 卵管角燒灼に よる 不

妊術 を受 けた． その 際 1 週閼後 と 1 ヵ 月後 に 卵管

通 氣法 に よ る檢査の結果術後の 經過 良好 と い われ

た．更 に 昭和 28年 1 月 に 子宮卵管造影法 に よ b異

常 な しと もい われた．

　 その 後 月經 は 順調 で あつ た が ， 昭 和28年 7 月25

日 頃 よ り4 日間 あ つ て 閉 iE， 9 月初頃 よ り惡 心 ，

頭痛等があ り妊娠で はな い か と疑 い 9 月 3 日鬼子

母 神診療所 を訪 れ た． その 日 に 内漠 の 試 驗掻爬 を

行 つ たと こ ろ肥厚 した内膜を 得 た の み で 胎芽 ， 繊

毛組織等 は認 め られ な く， 不 妊法 を行 つ て お b，
年 齢の 點か らも

一
應經過 を み る こ と に した．

　經過 は良好 で 數 日 で 性器出丿血 も 止 まつ た が 9 月

／l日 の夜，失神 を拌 う程 の 下腹箔が あ り内科醫 の

徃 診を受 けた． その 後夜間に 時 々 刺痛が あ り鎭 痛

一E　　子

劑の 注射 を受 けて 疼痛 も輕減 したの で 10月 6 日再

び婦 人科 を訪 れ た。 内診 を行 うに 子宮 は前屈 ， 後

右傾，大 さ硬 さは正 常， 移動性 は佳良で 宮體の右

側に 示指頭大 の 腫瘤が あ 1
）， 宮 口 よ りは 出」血を認

め な か つ た．腹部 は膨滿 し鼓腸が稍 1 薯明 で あ つ

た。體温 は 36度 ， 子宮外 妊娠 の疑 で經過 をみ て い

る と腹痛 は殆 ん ど輕快 した が 數 日前 よ b淡紅 色分

泌 が少量あ っ た と10月 13日 に 再び訪れた． 内診所

見は大體 前 と 同樣 で あ り， Douglas 氏窩穿刺 を行

うと淡紅色血液約10cc を容易 に 吸 引す る こ と が出

來た．血 壓 は 120〜84
， 依 っ て 右側卵管妊娠 の診

斷で 同 日開腹手 術 を行 つ た、

　手術 時所見． 擠下 二 横指 よ り恥 骨結合上部 まで

切開 ， 腹腔 を開 くと，子 宮は前 屈 ， 稍 麦 大 ， 硬 さ

は 正常 ， 左側の 卵管は異常な い が， 卵榮 は次鷄卵

大 の 嚢腫 を形成 ， 右側 の 卵管は 拇 指頭大 の 血腫 を

な し小腸 ， 大網 の
一部 と宮體 右前部に癒着 して い

た． 腹腔内 に は 淡紅色血液約 600cc流動 して い

た ．卵管角燒灼部を檢索す る た め 左側卵欒の
一

部

を殘 し爾側卵管 ， 右側卵藁 と共に子宮 を頸上部 に

お い て 剔除 し腹腔を閉 じ た．術後 の經過 は 良好 で

無事退院 した．

　 肉眼的所見．左側の 卵管 は 手 術時離斷 したが水

腫 ，膿腫 等を形成 せ す正常 で あ つ た、右 側 の 卵管

膨大部は拇指頭大 の 血 腫 をな して い る が ， その 破

裂部 は な く， 割 を加 えて 檢する も胎芽 は認 め られ

な か つ た． 叉 右側卵藁に 黄體 を認 めた．子 宮に 割

を加 えて 檢す る に内膜 は極め て輕度 に 肥 厚 ， 両側

卵管子宮 口 部 に は特に 異常 は な い よ うで あ つ た

（第 1 圖）．
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「
t　07− 135

卵 管 膨 大 部血 踵 中 の 退行變性 に 陷 つ た 絨 毛．

矢 印 の 部 は 右側 卵 管 』血腫 切 斷面．

慮

第 　　 2　　 鬪

　左 側 卵 管子 宮 口
，

左 下 方 よ り卵 管問質部 に 移行す る．

内 膜 及 び 粘膜 に 異 常 は な い ．

第 　　 3　　 圖

左 側卵 管問 質 部 ， 粘膜 及 び 筋 aSrc異常 ぱ な い ．

第 　　 　5 圖

右 側 卵 管子 宮 口 ， 灘 切 片 に よ ）E 側 夢階 子 宮 口 の 如

個 の 左 方 問質部 へ の 移 行 耀 め な い ・内膜 rcは異常 は

な v、．

第 　 　 6 圖

　右側卵 管 闇 質部 ， 稍 ）横斷 に 近 く， 粘膜 は 皺襞 が 全 く

無 く こ れ よ P 數 枚 で 盲 端 に 絡 る．（第 5 ， 6 圖は 第 2 ，

3
，

4 圖 よ P 強 擴 大 ）
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卵 管角 燒 灼 に よ る 不 妊 法 後 に 發 生 し た 耳暗 妊 娠 の 1 例

　　組織學 的所見 10％ Formalin固定後 ， 卵管間

　質部 を含 む如 く前額斷 の 方 向に Paraffin包埋 ，

　10〜15μ の 趣 綾切片 を作製 した．

　　左側卵管聞質部は 蓮纉切片製作中肉眼的に も明

　か に疎通 が認 め られ， 顯微鏡下 に お い て は勿論 同

　樣 疎通 を認 め ， 卵管角は子 宮 内膜暦よ り卵管粘膜

　移行部及 び卵管粘膜 に も異常 な く， 又 卵管筋暦及

　び それ を圍繞す る 子 宮筋暦部 に も何 等異常 な く，

癈痕形成 も認 め られなか つ た （第 2 ， 3 圖 ）．

　 右側卵管並腫 で は 凝並1内に 絨毛陰影 及 び退行變

性 に陥つ た絨毛 を所 々 に認めた （第 4 圖）．間質部
卵管内に も血 液の 充盈が認 め られ 恰 も大 きな動脹
の 如 くで あ る が内壁 は殆ん ど甼滑 ， 低 い 骼チ 形上

皮 で覆 われ て い ， 卵管子 宮 口 よ b約 1cm 位の 所
で盲端 に終 つ て い る ．子 宮内膜及 び筋 暦 に は多少

の筋線維束走行 の不整 はあ る が 幅 こ瘢痕形成等は

認 め られ な か っ た （第 5 ， 6 圖）．

　 診斷 右側卵管妊娠流産 （精子 の 外遊走）秉 左側

卵 集嚢腫．

　　　　　　　　　 考　　按

　 卵管妊娠 の 主 な原 因は威書 に よ れ．ば 淋疾等 に よ

る卵管の 荒蕪が 主 で ある とい わ れ て い る． 最近 に

お い て は 小 俣 2）
， 野村 3）等 は頻囘或は粗暴な人 工 妊

娠申絶例 に流産後内膜炎 を起 し， それが卵管 に ま
で 波及 した結果卵管妊娠が 起 つ た例 を報告 して い

る．

　 橋本
4）は 受胎阻 1ヒ法 と して Ring 挿入後左側 の

卵管妊娠例 を報告 し Ring の 存在 の た め受精卵が

改 め て 卵管 へ 逆行 した とは考 え られす ， 偶然 の 合

併 と思 わ れ る と述 べ て い る が ， こ れ も子 宮内 へ 異

物挿入の た め炎症 を發生，前記 中絶例 の 如 く卵管

炎を起 し卵管妊娠 を招來 した と も考 え られ る．

　叉 ， 卵管 自體 に 加 え られた 不妊法 で 代表的 な

Madlener氏 手術 に 診 い て ， 結紮絲 の滑脱或は 卵

管の 離斷等 に よる 子窩 内妊娠 は 戰後 に お い て も内
川

5）は 56例 中 1 例 ， 膣 式で は中 島等
6）は 224例中 1

例（O．“ ％）， 井 上等
7）は 183例中 4 例 （2．18％）等 の

報告が あ り， 比 嘉
9）

， 白松
9）
等は卵管妊娠例 を報 告

して い る ．

　安井 等
1）

に よ b再 び 紹介 された卵管角燒 灼法 は

卵管結紮術 の腹式或は 腟式 を問わす乎術 自體 に作

う障碍の な い こ と或は簡 單 で 確實で あ る と い わ れ

て い る． しか し，　そ の報告 に む い て も卵管角部は

日 産婦誌 6 卷 6 號

　焼灼後 3週間 で は未だ燒灼 に よ る 變化 の 絡末 が來

て な く蠻化が綾行 して い る よ うで あ り， 又 3邇間
以 内で は結合織 の瘢痕形成が發生 して い な く， た

だ焼灼部位 に 組織 の邊縮が あ り肉眼的に は瘢痕形

成 が い きつ づ い て い る よ うな感 を受 け る． 叉 3 カ

月後 の 子 宮 内妊娠は 299例 中 13例（4．4％ ）で ， 卵管

造影法施行 例 で は 144例中兩側 閉鎖を 認 め た もの

は 115例 （77．9％ ）で あ っ た と 述 べ て い る．

　 こ れ等の こ と よ り考 え られ る こ とは燒 灼が 正 確

に行 わ れ て い た と して 一時 の 閉鎖 は あ つ て も再び

疎通する こ とが ある の で は な い か ． 夊 こ れ は 人 工

妊娠中絶術或 は Ring 挿入等と異な り， 卵管角即
ち卵管子 宮 目 よ り間質部 に 操作 を加 える こ と で あ

り子 宮 内妊娠 を招來す る こ と は 問題 で はな い が卵

管妊娠殊 に 間質部妊娠 を來た し母 體の 生 命に 危險
を 及 ぼ す こ と の 可能性が ある の で は ない か ．

　本例は その 肉眼的 ， 組織學的所見 よ h卵管角焼

灼術 を受 け約 11ヵ 月後 に妊娠 し， しか
．
も
一側 の卵

管 は疎通 して い た ため 精子 の 外遊走 を來た し閉鎮

側 卵管膨大部妊娠 を 招來 した もの で あろ うと 考 え

る ．

　 しか し，こ の 卵管角焼灼術 も本例 の 如 く
一

側卵

管 の閉鎖を認める こと よ り更 に 術式 の 改善，術 後
の 頻 囘の 檢査等に よ り子 宮 内妊娠率の 減 少或は卵

管妊娠の 危險防 止 も出來る か もし れな い ．戰後の

混亂せ る祗會情勢 に お い て は ， よ り安全 ，確實 ，

簡單 な迸妊法或 は不妊法 の 出現 が切 に望 まれ る．

　　　　　　　　　 結　　語

　卵管角焼灼 に よ る不妊法 を受 け 約11ヵ 月後に 右

側の 卵管妊娠流産 を招來 した と 思 わ れ る例 に遭遇
した． その 際卵管及び そ の周圍の組織學 的檢索の

結果他側卵管の疎通 を認 め た．

　（稿 を 絡 る に 臨 み 佐 々 木醫長 の 御校 閲並 び に 鬼 子 母 祚

診療 所 高 倉所 長 の 御 助 言 な深 謝 す る．）
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